
彩
~
~
~
《
~

平
成
幻
年
度
大
ケ
谷
戸
小
田
中

町
会
通
常
総
会
が
、
 
5
月
リ
日
、

小
田
中
町
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
(
以
下
、
器
巳

》
)

水
・
緑
・
花
・
人
の
出
合
、
つ
街
に

、

ミ
>

平
成
即
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
並
ぴ
に
肌
年
度
の
事

業
計
画
・
収
支
予
算
を
満
場
致

で
可
決

◎
快
適
で
美
し
い
街
づ
く
り
の

た
め
に
、
年
4
回
の
町
会
の
美

化
運
動
デ
ー
と
併
せ
て
、
自
宅

周
辺
の
環
境
美
化
を
推
進
し
て
い

き
大
、ひ

と
り
暮
ら
し
の
老
人
や
高

齢
者
世
帯
が
、
安
心
で
安
全
に
日

常
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
心
の
通

う
街
づ
く
り
を
ま
た
、
大
規
模

災
害
時
に
人
人
の
命
を
守
る

た
め
、
町
会
・
民
生
児
童
委
員
・

社
会
福
祉
協
戚
会
の
連
携
を
密
に

し
、
具
体
的
な
対
応
を
踏
み
出
す

心
を
こ
め
て
感
謝
"

町
会
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

齋
藤
美
代
さ
ん
が
、
婦
人
部
長
を
退
任
さ

れ
ま
し
た
詑
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

必
要
が
あ
る

町
会
館
は
、
踊
り
・
体
操

.

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
る
会

員
の
た
め
の
会
館
で
あ
る
ゆ
え
、

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
有
効
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い

◇

緑
化
を
進
め
涼
し
い
夏
を
ー

力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
っ
た

恒
例
の
運
動
会
も
第
り
回
を
迎
え
、
 
6

月
N
e
、
大
谷
戸
小
学
校
で
h
な
わ
れ
ま

し
た
子
ど
も
は
兀
気
に
、
大
人
は
童
心
に

か
え
り
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た

ニ
ニ
ニ
=

ニ
=
=
一

総
会
に
先
立
っ
て
、
「
今
、
地

域
に
求
め
ら
れ
る
環
境
対
策
」
と

の
テ
ー
マ
で
、
中
原
区
役
所
企
画

課
長
の
斉
藤
徳
明
氏
よ
り
講
演
が

あ
り
ま
し
た

講
演
の
要
旨

中
原
区
は
市
の
中
央
に
位
置

し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な

ど
に
ょ
り
、
市
内
で
夏
の
気
温
が

番
高
い
区
と
な
っ
て
い
る
そ

こ
で
、
ゴ
ー
ヤ
の
栽
培
を
活
用
し

て
の
緑
の
力
ー
テ
ン
作
り
や
、
打

ち
水
大
作
戦
を
実
施
し
、
夏
を
少

し
で
も
涼
し
く
し
た
い

水
・
緑

・
花

人
の
出

ム
ロ
、
つ
街
の
実
現
の
た
め
に
、
皆
さ

ん
と
の
協
働
で
緑
化
を
進
め
て
い

き
メ
し

ま
た
、
花
や
緑
の
栽
培
を
通
し

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
の
意
識
を
啓

発
し
て
い
き
た
い

上
手
に
で
き
ま
し
た

書
初
め
・
絵
画
・
ち
ぎ
り
絵
に
9
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
 
5
作
品
が
中
原

区
作
品
展
で
入
選
し
、
川
崎
市
の
作
品
展

に
出
品
さ
れ
ま
し
た

、
イ
ラ
イ

マ
イ
タ
ウ
ン

気
軽
に
来
館
・
こ
利
用
を

小
田
中
町
会
館
の
案
内
板
が
、
南
武
電

業
社
の
真
向
か
い
と
又
玄
寺
交
差
点
の
公

園
沿
い
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
い
つ
で
も

お
気
軽
に
来
館
し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

望
の

"
一
、
.
糸
あ
い

=
ロ作

.

折

ー
、

中

す
み
れ
会
と
園
児
が
交
歓

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
ア
ス
ク
の
上
小
田
中
保

育
園
の
園
児
た
ち
と
す
み
れ
会
が
交
歓

か
わ
い
い
歌
声
と
劇
に
拍
手
が
響
き
ま
し

(
3
月
口
日
、
小
田
中
町
会
館

オ

町
会
の
今
後
の
主
な
行
事

平
成
訂
年

7
月
会
報
大
ケ
谷
戸
こ
だ
な
か
発
行

0
 
(
婦
)
白
ぱ
ら
配
布

(
婦
)
盆
踊
り
練
習
 
2
日

ノ

0
 
(
子
)
N
H
K
早
暢
ラ
シ
オ
体
操

0
 
美
化
運
動

0
 
お
お
が
や
と
納
涼
盆
踊
り
大
会

9
月
川
崎
市
防
災
訓
練

0
 
関
神
社
例
大
祭

0
 
(
す
)
歩
く
会

0
 
「
敬
老
の
日
お
祝
い
表
敬
訪
問

W
月
(
す
)
研
修
旅
行

0
 
(
す
)
河
川
敷
清
玲

0
 
(
子
)
ふ
れ
あ
い
遊
び
プ
ラ
ハ
ン
協
力

0
 
美
化
運
動

0
 
役
員
研
修
旅
行

Ⅱ
月
中
原
区
民
祭

0
 
防
災
訓
練

0
 
赤
い
羽
根
・
共
同
募
金
協
力

0
 
(
婦
共
同
募
金
街
頭
活
動

0
 
(
子
友
遊
ラ
リ
ー
(
大
P
地
区

0
 
ス
ホ
ー
ツ
大
会

0
 
(
す
)
歩
く
会

訟
月
(
t
友
愛
訪
問

0
 
(
子
)
第
託
回
餅
つ
き
大
会

0
 
(
子
)
野
球
部
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

0
 
年
末
夜
巡
回

千
成
訟
年
>

1
月
会
報
「
大
ケ
谷
P
こ
だ
な
か
発
行

0
 
(
子
)
作
品
展
(
"
子
連
、
催

0
 
(
子
)
凧
揚
げ
大
会
中
子
連
、
催

0
 
(
す
)
手
芸
会

2
月
役
員
新
年
研
修
会

0
 
(
す
)
新
年
研
修
会

0
 
(
す
)
友
愛
訪
問

3
打
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

0
 
美
化
連
動

0
 
(
す
)
歩
く
会

0
 
(
子
)
子
ど
も
必
ハ
ー
ク
津
田
山

0
 
(
子
)
野
球
部
・
お
別
れ
会

ニ
ユ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
登
場
リ

町
会
館
に
隣
接
し
た
消
防
団
の
器
具
置

場
に
消
防
用
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

火
事
の
備
え
は
完
壁
!
で
も
、
お
世
話
に

な
ら
な
い
よ
、
つ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
、
つ

写
真
で
綴
る
町
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

寛

(1)平成2 1年7月1日

講演中の斉藤徳明氏

会報 大ケ谷戸こだなか

町会館の案内板

小田中町会館

j肖防用車両の配傭

伐玄寺倶圦口)

第21号

"かわいい大使"の訪問

4》'

《

やさしい笑顔の婦人部長

鳥ーノ^

大ケ谷戸小田中町会

発h責任者志村勝

印勗リ侑)中溝グラフィック

044 (333 ) 2787

^.ー!ト^

ユニークな綱引き

和、
,、.の').

、 ,

●■●

子ども会



平成2 1年7月1日

~平成22年度から実施予定~

紙類の出V方が変わり圭すよy
平成22年度から、各家庭のごみは、1 普通ごみ 2資源物3ミ

ツクスペーパー(再資源化可能な雑かみ)に分類して出す予定に
なってぃますそこで、その概要につぃて「Q&A方式」で紹介

しましょう

Q 紙類の出し方が変わる理由

現在、川崎市では、一人で日'たり、 1,178グラム"

成19年度)のごみを排出し、ごみ処理のための人ソたり
の年問経費は12,580円(18年度もかかるそうですごみ

の増大に伴い、来年度から紙類のごみを減らすべく、再資

源化に取り組むことになりました

再資源化可能な紙は分類して出す

Q ミックスヘーハーとは?

菓子箱、包装紙、ハガキ、封筒、写真、感熱紙、トイレ
yトヘーハーの芯、シュレッダー紙など、再資源化可能な

雑かみをミックスペーパーと称します
ただし、汚れがついた紙、臭いのついた紙などは、ミッ

クスヘーハーの対象外となり、普通ごみとして出すことに

なります

Q ミックスヘーハーのし方は?

紙袋に入れたり、包装紙で包んだり、ひもで結んだり、

菓子箱に入れてテープでとめて出します図を参照

Q りサイクルはどのよ'にして?

市内の民問の再生処理施よで、インク・異物の除去、洗

浄、滅菌などの工程を経て、トイレットペーハーにりサイ

クルされます

Q シュレッダー紙や銀紙の窓付き封筒などは?

再生処理施設の特殊な技術により、これらが混入してい

てもりサイクルに支障ありませんまた、ビニールコート

紙、油紙、合成紙等もりサイクレてきます

Q いつ、どこに出すの?

実施日は、まだ未定ですが、普通ごみ収集日以外の指定

日に、資源物集積所(空き缶・ヘットポトルを出す場所

に出すことになります

.

会報 大ケ谷戸こだなか

紙袋にいれる

ひもてむすふ

包装紙で包む

ビニール袋不可

ニ.゛,゛一丈ゞ窒二,、立・、、、,

?゛,",%f、'尋゛ー、 J

.癌'シ
.゛.

「花いっぱい運動」できれいな街に

、参ず
す

■J

.、

一■.^

大河ドラマに箏指導で出演

)2
 
町
会
の
あ
る
家
で
は
、
日
々
多

忙
な
仕
事
の
合
間
に
、
ご
主
人
は

号1
 
草
取
り
を
、
奥
さ
ま
は
花
の
手

2
 
入
れ
と
分
扣
し
て
、
自
宅
の
庭

第
は
色
と
り
ど
り
の
見
事
な
花
が

(

5
年
後
、
文
化
庁
新
進
芸
術
家

国
内
研
修
制
度
国
内
研
修
員
に
選

ば
れ
た
後
藤
す
み
子
・
野
坂

惠
了
の
両
師
の
も
と
で
研
鑑
を
積

み
、
音
楽
の
厳
し
さ
・
技
術
力
・

普
遍
性
等
に
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
」
。

げ
ん
こ
と

そ
の
後
、
「
二
十
五
絃
箏
り
サ

イ
タ
ル
」
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
奏

却
た
わ

会
等
を
各
地
で
開
催
。
そ
の
傍
ら

自
宅
で
「
お
け
い
こ
教
室
」
を
開

き
、
弟
子
育
成
に
も
余
念
が
な
い
。

今
年
は
、
当
町
会
の
役
員
新
年

研
修
会
で
「
さ
く
ら
変
奏
曲
」
を

独
奏
(
写
真
)
し
、
心
に
響
く
音

色
で
参
加
者
を
魅
了
。
す
み
れ
会

の
合
唱
の
伴
奏
を
引
き
受
け
た

り
、
他
町
会
の
演
奏
会
に
出
演
す

る
な
ど
地
域
の
芸
術
・
文
化
向
上

に
貢
献

「
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
音
楽

性
論
理
的
な
分
析
力
伝
統

芸
術
の
真
髄
を
求
め
て
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
ま
た
地
域
の
皆

さ
ま
に
も
邦
楽
の
魅
力
を
お
仏
え

し
て
い
き
た
い
」

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
そ

し
て
周
囲
の
家
も
、
見
習
っ

て
庭
が
美
し
く
、
散
歩
の

途
中
、
思
わ
ず
足
を
止
め

て
し
ま
い
ま
す
ま
た
あ

る
家
で
は
、
玄
関
先
を
毎

日
掃
除
し
て
清
潔
な
、
心
地

よ
い
環
境
を
心
が
け
て
い

三

ら
つ
し
や
い
ま
す

毎
月
1
回
開
催
さ
れ
て

い
る
役
員
会
で
日
程
を
決

じ
で
あ
っ
た
り
と
、
い
く
つ
か
の
る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か

課
題
も
残
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
道
路
沿
い
の
植
え
込
み
ま
た
、
お
花
の
好
き
な
グ
ル
ー

で
雑
草
が
多
い
の
は
ま
だ
し
も
、
プ
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
な
ど
、

缶
の
ホ
イ
捨
て
・
タ
バ
コ
の
吸
殻
・
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を

ポ
リ
袋
の
投
げ
捨
て
な
ど
日
本
人
募
集
し
、
さ
ら
に
き
れ
い
な
街
に

の
モ
ラ
ル
の
低
さ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
な
る
よ
、
?
取
り
組
み
た
い
も
の
で

さ
せ
ら
れ
ま
す
し
か
し
、
き
れ
す

い
な
町
に
は
ポ
イ
捨
て
も
し
づ
ら

、
.
戸

t

く
な
る
の
で
は
?

子

4

、
ン

今
年
度
は
、
今
ま
で
の
形
年

鳥

4
回
実
施
と
並
打
し
て
、
身
近

¥

な
所
か
ら
人
人
の
意
識
を
新

た
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
ま
ず
は
自
分
の
家
の
周
り
で

「
美
化
運
動
そ
し
て
向
こ
う

軒
両
隣
で
美
化
運
動
各
部

の
中
の
各
組
で
美
化
運
動
を

展
開
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
、
つ

か
毎
月
の
実
施
日
を
話
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
実
施
す

'

,

め
、
年
4
回
実
施
さ
れ
て
き
た
当

町
会
の
美
化
運
動
は
、
ほ
ほ
定
着

し
て
き
た
か
に
思
え
ま
す
し
か

し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
て
実
施
日

が
減
っ
た
り
、
顔
ぶ
れ
が
ほ
ほ
同

と
題
し
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
人

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
随
時
紹
介

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
乞
う
ご

期
待
・

★
ま
だ
ま
だ
続
く
世
界
祠
時
不
況
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
目
に
見

こ
う
い
、
つ
時

え
ぬ
恐
怖

だ
か
ら
こ
そ
家
族
の
紳
を
強
め
、

近
隣
同
士
の
笑
い
さ
、
ざ
め
く

0

イ

頼
の
玲
を

あ
な
た
の
手
で

「
ご
み
ゼ
ロ
」
の
街
に
!

防
衛
省
中
原
宿
舎
で
は

自
治
会
長
杉
山
晋
作

昨
年
4
月
、
当
地
に
転
居
し
て

き
て
、
毎
朝
、
掃
き
掃
除
を
し
て

い
る
人
を
見
か
け
た
り
、
道

路
脇
に
植
え
ら
れ
た
色
と

り
ど
り
の
花
に
接
し
た
り
し

て
、
実
に
ょ
く
、
町
内
の
美

化
活
動
が
行
き
届
い
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
0

中
原
宿
舎
で
も
、
独
自

辺
、

◆
ノ

な
つ
て
い
ま
・

中
原
宿

舎
内
で
は
、

職
業
柄
、

1
S
2
年

で
引
越
し

す
る
こ
と

が
多
い
の

で
、
一
早
取
り
を
し
な
が
ら
情
報
交

換
を
行
い
、
お
互
い
助
け
合
っ
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ま
た
心

の
緋
を
強
め
る
こ
と
に
も
結
び
つ

い
て
い
ま
す

な
か
に
は
、
親
子
一
緒
に
仲
良
く

美
化
運
動
に
取
り
組
む
ほ
ほ
え
ま

し
い
光
景
も
あ
り
、
生
き
た
教
育

現
場
に
も
な
て
い
ま
す
こ
う
し

た
活
動
は
、
環
境
美
化
に
限
ら
ず
、

犯
罪
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
結
ひ

つ
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す

に
毎
月
第
三
士
曜
日
に
、
回

住
民
総
員
で
宿
舎
の
周
り
の

草
取
り
、
側
溝
の
ご
み
拾
い

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
(
写

真
)

ま
た
、
年
2
回
、
立
ち
木
の
剪

定
を
実
施
し
、
環
境
美
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
こ
の
美
化
清
掃
は
、

良
い
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も

わ
が
町
0
織
・
,
れ

=

箏
演
奏
家
吉
川
由
里
子
さ
ん

(
グ
ラ
ン
ア
ル
ト
武
蔵
新
城
在
住
)

美
ヒ
運
動
で
近
隣
同
士
の
紳
を
強
め
ま
し
ょ
う

一
人
一
人
が
モ
ラ
ル
を
寸
り
き
れ
い
な
街
に

リ
サ
イ
ク
ル
で
,
ご
み
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

凍
と
し
た
中
に
も
情
熱
的
で
温

か
み
の
あ
る
方
で
あ
る
昨
年
Ⅱ

月
、
「
第
8
回
現
代
音
楽
演
奏
コ

ン
ク
ー
ル
(
競
楽
Ⅷ
)
(
日
本
現

代
音
楽
協
会
・
朝
日
新
聞
社
主
催
)

で
ほ
と
ん
ど
が
洋
楽
器
の
な
か
、

第
2
位
に
麺
く
人
気
放
映
中
の

N
H
K
火
河
ド
ラ
マ
天

地
人
」
で
も
箏
指
導
を
し
、

あ
す
の
邦
楽
界
を
担
う
箏

演
奏
家
と
し
て
期
待
を
集

め
て
い
る

高
松
市
生
ま
れ
 
9
歳

(
小
学
3
年
)
の
時
、
母

親
の
友
人
に
第
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
た
そ
の
後
父

親
の
転
勤
で
、
現
代
邦
楽

の
第
一
人
者
・
高
田
育
子

師
(
栃
木
市
に
出
会
う
。

「
当
時
、
中
学
生
で
し
た
が
、

先
生
は
宝
日
楽
と
は
=
音
色
と
は

と
、
丁
寧
に
根
気
よ
く
教
え
て
く

だ
さ
り
、
私
の
背
中
を
押
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
」
。

高
校
1
年
で
「
第
1
回
吉
川
由

里
子
箏
り
サ
イ
タ
ル
」
を
開
催

フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
卒
業
後

正
派
音
楽
院
本
科
を
首
席
で
卒
業

(
総
裁
賞
受
賞
)
翌
年
、
同
研
究

科
修
了
 
N
H
K
邦
楽
技
能
者
育

成
会
修
了
(
卒
演
で
コ
ン
マ
ろ

編
集
後
記

★
今
号
で
は
、
通
常
総
会
で
今
年

度
の
活
動
の
焦
点
と
な
っ
た
。
環

境
美
化
0
 
の
特
集
を
組
み
ま
し
た

花
と
緑
で
い
っ
ぱ
い
の
街
は
、
爽

や
か
で
憩
い
の
あ
る
地
域
の
オ

ア
シ
ス
0
 
と
な
る
花
・
緑
を
大

事
に
し
気
遣
う
心
で
環
境
に
や
さ

し
い
街
づ
く
り
を

★
今
号
か
ら
わ
が
町
の
誉
れ
」

せ
ん


